
(57)【要約】

【課題】　閉止部材と、これを使用して開閉可能に袋容

器の開口のシール性を確保した安価な搬送容器を提供す

る

【解決手段】　容器枠１とその内部に収納される樹脂フ

ィルム製の袋容器３を備え、袋容器３にはこれより延出

する扁平な帯状の給排用開口部３２が形成されている。

閉止部材４は、長尺の樹脂製基体４１の一側縁に嵌合凹

部４２が形成されるとともに他側縁に嵌合凸部４３が形

成され、基体４１の中央部４４が薄肉とされて当該中央

部４４に沿って折り曲げることにより嵌合凸部４３が嵌

合凹部４２に進入し嵌合する。給排用開口部３２を閉止

部材４の切離し部４５に挿通した状態で嵌合凸部４３と

嵌合凹部４２を嵌合させて給排用開口部３２を閉止する

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
長 尺 の 樹 脂 製 基 体 の 一 側 縁 に 嵌 合 凹 部 が 形 成 さ れ る と と も に 他 側 縁 に 嵌 合 凸 部 が 形 成 さ れ
、 前 記 基 体 の 中 央 部 が 薄 肉 と さ れ て 当 該 中 央 部 に 沿 っ て 折 り 曲 げ る こ と に よ り 嵌 合 凸 部 が
嵌 合 凹 部 に 進 入 し 嵌 合 す る よ う に な し 、 か つ 前 記 中 央 部 に は こ れ に 沿 っ て 延 び る 所 定 長 の
切 り 離 し 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 閉 止 部 材
【 請 求 項 ２ 】
前 記 基 体 の 一 側 縁 と 他 側 縁 の 端 面 を 略 平 行 に 傾 斜 さ せ た 請 求 項 １ に 記 載 の 閉 止 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 閉 止 部 材 を 使 用 し た 搬 送 容 器 で あ っ て 、 容 器 枠 と そ の 内 部 に 収 納
さ れ る 樹 脂 フ ィ ル ム 製 の 袋 容 器 を 備 え 、 当 該 袋 容 器 に は こ れ よ り 延 出 す る 扁 平 な 帯 状 の 給
排 用 開 口 部 が 形 成 さ れ て お り 、 当 該 給 排 用 開 口 部 を 前 記 切 り 離 し 部 に 挿 通 し た 状 態 で 前 記
嵌 合 凸 部 と 嵌 合 凹 部 を 嵌 合 さ せ て 前 記 給 排 用 開 口 部 を 閉 止 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 搬 送
容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 閉 止 部 材 と こ れ を 使 用 し た 搬 送 容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
 近 年 、 流 体 や 粉 体 、 あ る い は 果 実 や 水 産 品 等 の 搬 送 の た め に 従 来 の ス チ ー ル 缶 や ダ ン ボ
ー ル 箱 に 代 え て 、 再 使 用 可 能 な 容 器 枠 内 に 樹 脂 フ ィ ル ム 製 の 袋 容 器 を 収 納 し た も の が 利 用
さ れ つ つ あ り 、 そ の 一 例 を 図 ９ に 示 す 。 図 ９ に お い て 、 容 器 枠 １ は 、 上 方 へ 開 放 し 側 壁 １
が 孔 空 き の 樹 脂 板 よ り な る 容 器 部 １ １ と 、 当 該 容 器 部 の 開 口 に 覆 着 さ れ る 蓋 部 １ ２ と か ら
な る 。 蓋 部 １ ２ に は 一 部 に 袋 容 器 ２ の キ ャ ッ プ 部 ２ １ を 挿 通 す る た め の 抜 き 穴 １ ３ が 形 成
さ れ て 、 ラ ベ ル １ ４ で 閉 鎖 さ れ て い る 。 一 方 、 袋 容 器 ２ に は そ の 一 部 に 筒 開 口 ２ ２ が 形 成
さ れ て こ れ に 上 記 キ ャ ッ プ ２ １ が 装 着 さ れ て い る 。 こ の よ う な 搬 送 容 器 を 使 用 す る 場 合 に
は 、 袋 容 器 ２ を 容 器 枠 １ の 容 器 部 １ １ 内 に 挿 置 し 、 蓋 部 １ ２ の 抜 き 穴 １ ３ を 閉 鎖 し て い る
ラ ベ ル １ ４ を 一 部 剥 が し て 、 キ ャ ッ プ ２ １ が 装 着 さ れ た 袋 容 器 ２ の 筒 開 口 ２ ２ を 外 方 へ 引
き 出 す （ 図 １ ０ ） 。 こ の 状 態 で 、 キ ャ ッ プ ２ １ を 外 し て 筒 開 口 ２ ２ か ら 袋 容 器 ２ 内 へ 流 体
や 粉 体 を 注 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
 な お 、 特 許 文 献 １ に は 内 側 咬 合 子 と 外 側 咬 合 子 を 備 え た 袋 用 の 帯 状 チ ャ ッ ク 体 が 示 さ れ
て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ９ ３ １ １ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 従 来 の 搬 送 容 器 で は 、 袋 容 器 ２ の 一 部 に 立 体 的 な 筒 開 口 ２ ２ を 形 成 す る 必
要 が あ る た め に 成 形 に 手 間 を 要 し 、 コ ス ト 高 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
  そ こ で 、 本 発 明 は こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る も の で 、 閉 止 部 材 と 、 こ れ を 使 用 し て 開 閉
可 能 に 袋 容 器 の 開 口 の シ ー ル 性 を 確 保 し た 安 価 な 搬 送 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 第 １ 発 明 の 閉 止 部 材 （ ４ ） は 、 長 尺 の 樹 脂 製 基 体 （ ４ １
） の 一 側 縁 に 嵌 合 凹 部 （ ４ ２ ） が 形 成 さ れ る と と も に 他 側 縁 に 嵌 合 凸 部 （ ４ ３ ） が 形 成 さ
れ 、 基 体 （ ４ １ ） の 中 央 部 （ ４ ４ ） が 薄 肉 と さ れ て 当 該 中 央 部 （ ４ ４ ） に 沿 っ て 折 り 曲 げ
る こ と に よ り 嵌 合 凸 部 （ ４ ３ ） が 嵌 合 凹 部 （ ４ ２ ） に 進 入 し 嵌 合 す る よ う に な し 、 か つ 中
央 部 （ ４ ４ ） に は こ れ に 沿 っ て 延 び る 所 定 長 の 切 離 し 部 （ ４ ５ ） が 形 成 さ れ て い る 。 本 第
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１ 発 明 に お い て は 、 袋 容 器 の 開 口 部 を 閉 止 部 材 の 切 離 し 部 に 挿 通 し た 後 、 閉 止 部 材 の 中 央
部 に 沿 っ て 折 り 曲 げ て 、 嵌 合 凸 部 を 嵌 合 凹 部 に 進 入 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 安 価 か つ 容 易
に 袋 容 器 の シ ー ル 性 を 開 閉 可 能 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
  本 第 ２ 発 明 の 閉 止 部 材 で は 、 上 記 基 体 （ ４ １ ） の 一 側 縁 の 端 面 （ ４ １ ａ ） と 他 側 縁 の 端
面 （ ４ １ ｂ ） を 略 平 行 に 傾 斜 さ せ る 。 本 第 ２ 発 明 に お い て は 、 上 記 中 央 部 に 沿 っ て 折 り 曲
げ て 嵌 合 凸 部 と 嵌 合 凹 部 を 嵌 合 さ せ た 際 に 、 基 体 の 一 側 縁 側 と 他 側 縁 側 で 各 端 面 が 互 い に
ず れ る 。 こ れ に よ り 、 互 い に ず れ た 両 側 縁 を 持 っ て 引 っ 張 る こ と で 嵌 合 凸 部 と 嵌 合 凹 部 を
容 易 に 離 間 さ せ て そ の 嵌 合 状 態 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
  本 第 ３ 発 明 の 搬 送 容 器 は 、 容 器 枠 （ １ ） と そ の 内 部 に 収 納 さ れ る 樹 脂 フ ィ ル ム 製 の 袋 容
器 （ ３ ） を 備 え 、 当 該 袋 容 器 （ ３ ） に は こ れ よ り 延 出 す る 扁 平 な 帯 状 の 給 排 用 開 口 部 （ ３
２ ） が 形 成 さ れ て お り 、 当 該 給 排 用 開 口 部 （ ３ ２ ） を 本 第 １ 発 明 の 閉 止 部 材 の 切 離 し 部 （
４ ５ ） に 挿 通 し た 状 態 で 嵌 合 凸 部 （ ４ ３ ） と 嵌 合 凹 部 （ ４ ２ ） を 嵌 合 さ せ て 給 排 用 開 口 部
（ ３ ２ ） を 閉 止 し て あ る 。 本 第 ３ 発 明 に お い て は 、 袋 容 器 の 扁 平 な 帯 状 の 給 排 用 開 口 部 を
閉 止 部 材 の 切 離 し 部 に 挿 通 し た 後 、 閉 止 部 材 を 中 央 部 に 沿 っ て 折 り 曲 げ て 、 嵌 合 凸 部 を 嵌
合 凹 部 に 進 入 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 安 価 か つ 容 易 に 袋 容 器 の シ ー ル 性 を 開 閉 可 能 に 確 保
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  な お 、 上 記 カ ッ コ 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実 施 形 態 に 記 載 の 具 体 的 手 段 と の 対 応 関 係 を 示
す も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 閉 止 部 材 に よ っ て 、 搬 送 容 器 の 袋 容 器 の 開 口 の シ ー ル
性 を 簡 易 且 つ 安 価 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ に 本 発 明 の 搬 送 容 器 の 一 例 を 示 す 。 搬 送 容 器 は 容 器 枠 １ と 袋 容 器 ３ を 備 え て お り 、
容 器 枠 １ は 従 来 と 同 一 構 造 で 、 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て あ る 。 袋 容 器 ３ は 、 二 枚 重
ね に し た 略 矩 形 の 樹 脂 フ ィ ル ム の 外 周 を 熱 融 着 し て 袋 状 の 容 器 部 ３ １ と し た も の で 、 そ の
一 部 は 外 方 へ 延 出 さ せ ら れ て 延 出 端 が 開 放 し 、 扁 平 な 帯 状 の 給 排 用 開 口 部 ３ ２ と な っ て い
る 。 給 排 用 開 口 部 ３ ２ を 閉 鎖 す る 場 合 に は こ れ に 閉 止 部 材 ４ を 装 着 し て 行 う 。 以 下 、 閉 止
部 材 の 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
  図 ２ に お い て 、 閉 止 部 材 ４ は 樹 脂 材 よ り な り 、 上 記 給 排 用 開 口 部 ３ ２ を 横 断 す る に 十 分
な 長 さ を 有 す る 長 尺 の 基 体 ４ １ を 有 し て い る 。 基 体 ４ １ は 、 押 し 出 し 成 形 等 に よ っ て 成 形
さ れ た 帯 状 体 を 必 要 長 さ に 切 断 す る か 、 あ る い は 射 出 成 形 等 に よ っ て 予 め 所 定 の 長 さ で 成
形 さ れ る 。 上 記 閉 止 部 材 ４ を 構 成 す る 合 成 樹 脂 材 は 要 求 さ れ る 閉 止 性 能 に 応 じ て 、 ポ リ プ
ロ ピ レ ン や ポ リ エ チ レ ン 、 塩 化 ビ ニ ル 等 を 適 宜 使 用 す る こ と が で き る 。 閉 止 部 材 ４ の 基 体
４ １ に は 図 ３ に 示 す よ う に 、 一 方 の 側 縁 に 沿 っ て 略 Ｕ 字 断 面 の 嵌 合 凹 部 ４ ２ が 形 成 さ れ 、
他 方 の 側 縁 に は こ れ に 沿 っ て 傘 状 断 面 に 突 出 す る 嵌 合 凸 部 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、
基 体 ４ １ の 中 央 部 ４ ４ は 薄 肉 と し て あ り 、 こ こ に は 給 排 用 開 口 部 ３ ２ （ 図 １ ） の 幅 よ り も
長 く 延 び る 切 離 し 部 ４ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  搬 送 容 器 を 使 用 す る 場 合 に は 、 袋 容 器 ３ を 容 器 枠 １ の 容 器 部 １ １ 内 に 収 納 し 、 蓋 部 １ ２
の 抜 き 穴 １ ３ を 閉 鎖 す る ラ ベ ル １ ４ を 一 部 剥 が し て 給 排 用 開 口 部 ３ ２ を 容 器 部 １ １ 外 へ 引
き 出 す 。 そ し て 給 排 用 開 口 部 ３ ２ か ら 容 器 部 ３ １ 内 へ 流 体 や 粉 体 を 注 入 し 、 そ の 後 、 給 排
用 開 口 部 ３ ２ を 閉 止 部 材 ４ の 切 離 し 部 ４ ５ に 通 し て こ れ を 給 排 用 開 口 部 ３ ２ に 装 着 す る 。
こ の 後 、 閉 止 部 材 ４ を 薄 肉 の 中 央 部 ４ ４ で 折 り 曲 げ て 嵌 合 凸 部 ４ ３ を 嵌 合 凹 部 ４ ２ 内 に 進
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入 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 嵌 合 凸 部 ４ ３ と 嵌 合 凹 部 ４ ２ が 嵌 合 状 態 と な
っ て 閉 止 部 材 ４ が 給 排 用 開 口 部 ３ ２ に 固 定 さ れ 、 同 時 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 給 排 用 開 口 部
３ ２ が 嵌 合 凸 部 ４ ３ と 嵌 合 凹 部 ４ ２ の 間 で 両 側 面 が 密 接 し た 状 態 で 深 く 屈 曲 さ せ ら れ て 、
液 密 性 お よ び 気 密 性 を 有 す る 閉 鎖 状 態 と な る 。 給 排 用 開 口 部 ３ ２ を 開 放 す る 場 合 に は 、 閉
止 部 材 ４ の 嵌 合 凸 部 ４ ３ と 嵌 合 凹 部 ４ ２ を 離 間 さ せ て そ の 嵌 合 状 態 を 解 消 し 、 閉 止 部 材 ４
を 給 排 用 開 口 部 ３ ２ か ら 抜 き 出 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  こ の よ う な 搬 送 容 器 に よ れ ば 、 袋 容 器 の 一 部 に 従 来 の よ う な 筒 開 口 を 設 け る 必 要 が 無 く
、 袋 容 器 の 容 器 部 と 扁 平 な 給 排 用 開 口 部 と を 一 体 か つ 容 易 に 成 形 す る こ と が で き る か ら 、
搬 送 容 器 を 安 価 に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 閉 止 部 材 ４ の 基 体 ４ １ の 端 面 ４ １ ａ ， ４ １ ｂ を 図 ６ に 示 す よ う に 略 平 行 に 傾 斜 さ せ て お
く と 、 中 央 部 ４ ４ で 折 り 曲 げ て 嵌 合 凸 部 ４ ３ と 嵌 合 凹 部 ４ ２ を 嵌 合 さ せ た 際 に 、 閉 止 部 材
４ の 端 部 に お い て 、 鎖 線 で 示 す よ う に 、 基 体 ４ １ の 端 面 ４ １ ａ ， ４ １ ｂ が 一 側 縁 側 と 他 側
縁 側 で 互 い に ず れ る 。 こ れ に よ り 、 互 い に ず れ た 両 側 縁 を 持 っ て 引 っ 張 る こ と で 嵌 合 凸 部
４ ３ と 嵌 合 凹 部 ４ ２ を 容 易 に 離 間 さ せ て そ の 嵌 合 状 態 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 閉 止 部 材 ４ の 、 Ｕ 字 断 面 状 嵌 合 凹 部 ４ ２ の 底 壁 に 図 ７ に 示 す よ う に ゴ ム 層 ４ ６ を 形 成 す
る と 、 係 合 凸 部 ４ ３ が 進 入 し た 際 に そ の 先 端 が ゴ ム 層 ４ ６ に 密 接 し て さ ら に シ ー ル 性 を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 第 ４ 実 施 形 態 ）
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 基 体 ４ １ の 一 側 縁 側 と 他 側 縁 側 に そ れ ぞ れ 一 対 の 嵌 合 凹 部 と 嵌 合 凸
部 を 設 け て 、 閉 止 部 材 ４ を 中 央 部 ４ ４ で 折 り 曲 げ た 際 に 各 嵌 合 凸 部 ４ ３ が 各 嵌 合 凹 部 ４ ２
内 に 進 入 嵌 合 す る よ う に す れ ば 、 さ ら に 良 好 な 気 密 性 や 液 密 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
な お 、 嵌 合 凹 部 と 嵌 合 凸 部 を 各 ３ 個 以 上 設 け て も も ち ろ ん 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ そ の 他 の 実 施 形 態 ）
　 上 記 各 実 施 形 態 に お い て 、 袋 容 器 ３ の 給 排 用 開 口 部 ３ ２ は 必 ず し も 容 器 枠 １ 外 へ 引 き 出
す 必 要 は な い 。 ま た 、 閉 止 部 材 ４ は 搬 送 容 器 に 使 用 す る 以 外 に 、 種 々 の 袋 容 器 の 開 口 を 、
気 密 性 や 液 密 性 を 確 保 し て 閉 止 す る 用 途 に 広 く 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 搬 送 容 器 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 閉 止 部 材 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 閉 止 部 材 の 端 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 閉 止 部 材 で 袋 容 器 の 給 排 用 開 口 部 を 閉 止 し た 状 態 の 搬 送 容 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 閉 止 部 材 を 折 り 曲 げ た 使 用 状 態 の 断 面 図 で 、 図 ４ の V－ V線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 閉 止 部 材 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に お け る 閉 止 部 材 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に お け る 閉 止 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 搬 送 容 器 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 搬 送 容 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ … 容 器 枠 、 ３ … 袋 容 器 、 ３ ２ … 給 排 用 開 口 部 、 ４ … 閉 止 部 材 、 ４ １ … 基 体 、 ４ ２ … 嵌 合
凹 部 、 ４ ３ … 嵌 合 凸 部 、 ４ ４ … 中 央 部 、 ４ ５ … 切 離 し 部 。
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